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ー

中

国

の
社
会

変

化

と

再

構

築
1
!
革
命
の
実
践
と
表
象
の
視
座

韓

敏

一

近
代
中
国

の
革
命

へ
の
人
類
学
の
問
い

今
年
は
北
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
年
で
あ
る
と
同
時
に
、
中
華
人
民
共
和
国
建
国
五
九
周
年
、
社
会
主
義
集
団
制
度

の
人
民
公
社
確

立

の
五
〇
周
年
、

一
九
六
六
年
に
始
ま
り

一
九
七
六
年
に
終
焉
し
た
文
化
大
革
命

の
四
二
周
年
、
新
中
国
の
主
要
な
創
設
者
の
毛
沢
東

の
逝
去
三
二
周
年
に
あ
た
る
年
で
も
あ
る
。
過
去
半
世
紀
に
わ
た

っ
て
、
中
国
は
大
き
く
変
わ

っ
て
い
る
。

革
命
は
近
代
中
国
を
貫
通
す
る
も

っ
と
も
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド

の

一
つ
で
あ
り
、
中
国
社
会
の
変
化
を
掲
示
す
る
も

っ
と
も
核
心
的

な
概
念

の

一
つ
で
あ
る
。
世
界

の
四
分
の

一
の
人
口
が
動
員
さ
れ
た
二
〇
世
紀
の
中
国

の
革
命
は
、
為
政
者
に
と

っ
て
大
胆
な
実
験
で

あ
り
、
民
衆
に
と

っ
て
悲
壮
な
社
会
実
践
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

新
中
国
誕
生
以
降
、
社
会

王
義
国
家
政
権
は
、
従
来
の
社
会
構
造
、
法
制
度
、
風
俗
慣
習
、
道
徳
倫
理
、
宗
教
信
仰
に
大
き
な
変
化

を
及
ぼ
し
、
社
会

王
義
革
命
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
化
さ
れ
、
日
常
的
実
践
を
通
し
て
中
国
社
会
に
根
を
下
ろ
し
、
近
代
史
の
中
で
も
う

一

つ
の
文
化
と
伝
統
を
作
り
上
げ
て
い
る
。
社
会
主
義
市
場
経
済

へ
の
移
行
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
今
日
に
お
い
て
、
社
会
主
義
革
命
の
歴

史
と
実
践
は
完
全
に
風
化
し
た
の
で
は
な
く
、
日
常
生
活
、
観
光
、
芸
術
、
民
間
信
仰
な
ど
の
分
野
で
形
を
変
え
て
再
構
築
さ
れ
、
表
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象
さ
れ
、
流
通
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
近
代
中
国
を
貫
通
す
る
最
も
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
の

一
つ
で
あ
る
革
命
と
そ
の
実
践
に
関
す
る
最
初
の
人
類
学
研
究
で
あ

り
、
平
成

一
五
年

一
〇
月
か
ら
平
成

一
八
年
三
月
ま
で
開
催
さ
れ
た
国
立
民
族
学
博
物
館
共
同
研
究

「
中
国
の
社
会
変
化
と
再
構
築

-

革
命

の
実
践
と
表
象
を
中
心
に
」
(代
表
日
韓
敏
)
の
研
究
成
果
で
あ
る
。

編
者
が
代
表
を

つ
と
め
た
上
記

の
共
同
研
究
で
は
、
近
代
中
国
の
革
命
を
単
に
歴
史
の
出
来
事
と
し
て
み
る
の
で
は
な
く
、

一
つ
の

シ
ス
テ
ム
と
し
て
見
な
し
、
三
つ
の
問
題
設
定
を
行

っ
た
。
第

一
は
、
社
会
主
義
革
命
が
ど
の
よ
う
な
言
説
や
諸
制
度
を
い
か
に
生
み

出
し

て
い
る
の
か
?

新
し
く
生
み
出
さ
れ
た
も
の
が
ど

の
よ
う

に
表
象
さ
れ
、
実
践
さ
れ
て
い
る
の
か
、
第
二
は
革
命
的
諸
制
度
と

言
説

に
お
け
る
従
来
か
ら
の
連
続
性
と
断
絶
性
を
究
明
す
る
こ
と
、
第
三
は
、
革
命
的
言
説
、
諸
制
度
、
実
践
と
表
象
が
市
場
原
理
の

グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
に
お

い
て
、

い
か
に
展
開
さ
れ
、
再
構
築
さ
れ
て
い
る
の
か
、
で
あ
る
。
研
究
会
に
お

い
て
上
記

の
命
題
を
め

ぐ

っ
て
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
的
視
点
か
ら
研
究
と
討
議
を
重
ね
て
、
中
国
の
近
代
革
命
ー

近
代
に
生
成
し
た
も
う
ひ
と

つ
の
伝
統
、
世

界
史
に
お
け
る
も
う
ひ
と

つ
の
近
代
化
を
考
察
し
た
。
上
記

の
三
つ
の
問
題
設
定
は
本
書

の
三
部
構
成
を
成
し
て
い
る
。

中
国
に
関
す
る
人
類
学
に
お
い
て
は
、

一
九
入
○
年
代
に
入

っ
て
か
ら
、
社
会
主
義
革
命
後

の
中
国
社
会

の
変
化
に
関
す
る
研
究

が
急
速
に
増
え
て
き
た
。
革
命
後
の
中
国
に
関
す
る
人
類
学

の
研
究
動
向
を
概
観
す
る
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
人
類
学
者

の
ス
テ
ヴ

ァ

ン

・
バ
レ

ル
が

眺
§

§

、
肉
き
馬§

駄
試
隷
き
§

◎§

誌

に
寄

せ

た

日
ゲ
。
〉
暮
財
o
℃
9
0
鵯

乳

閃
。
♂
H目

雪
侮
子
。
寄

ぴ
R∋

o
h
き

昏

o
℃
o
δ
題

"

ぎ

9

唱
9
&

。
巴
Z
§
嬉
嘗

。,
亀

菊
08
ぎ
蔓

弩
』
中
軽

o。。、。
ぎ

O
慶

曽
冨

§

旨
8
0μ
」
い
o
-ひ
巳

や

、
瀬

川
昌

久

が

誉

謎
ミ

昏

e
闘§

駄
9

ぎ

ミ

嵐
鳶
導
愚

偽
δ

誌

に
寄

せ

た

ぎ

9

唱
。
δ
讐

巴

。。
ε
岳
・
。。
一こ

竜
磐

。
h
O
ぼ
器
。・。
。。
。
9
。ぐ
」

8
9

這
O
刈

[。。。窒

¢
O。。
]
、

末

成

道

男

が

書

い
た

O
ぼ
蕊

。・。
ぎ

時

名

9
軽

凶こ

壱

貰

〉

<
一睾

φ
。
日

ぎ
。・乙
・
[。。・
9
巴

¢
o
い
]
に

く

わ

し

い
。
バ
レ

ル
は

共

同

体

(8
B
∋
β
藍

oω)
、
生

活

と

ナ

シ

ョ

ナ
リ
ズ

ム
に
焦
点
を
あ
て
、
建
国
後
、
特
に

一
九
七
八
年
の
改
革
開
放
後

の
中
国
に
関
す
る
欧
米
お
よ
び
大
陸
の
人
類
学
者
の
研
究
を

詳
し
く
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
対
し
て
瀬
川
と
末
成
は
日
本
と
西
側
の
人
類
学
研
究

の
違

い
を
意
識
し
な
が
ら
、
日
本

に
お
け
る
中
国
の
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人
類
学
研
究
の
歴
史
と
特
徴
を
よ
く
ま
と
め
て
い
る
。
上
記

の
三
つ
の
研
究
概
説
は
社
会
王
義
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
に
も
と
つ

い
て
作
ら
れ

た
言
説
、
諸
制
度
、
人
び
と
の
実
践
と
表
象
に
関
す
る
研
究
を
直
接
取
り
上
げ
て
い
な
い
が
、
革
命
後
の
中
国
社
会
を
考
え
る
上
で
大

い
に
参
考
に
な
る
。
社
会
主
義
革
命
後
の
中
国
社
会
の
変
化
に
関
す
る
人
類
学
的
研
究
は
、
英
語
圏
や
中
国
と
日
本

に
お
い
て
数
多
く

の
研
究
が
あ
る
が
、
そ
の
多
く
は
従
来
の
伝
統
的
諸
制
度
の
革
命
後
の
変
化
を
取
り
上
げ
て
い
る
も

の
の
、
そ
こ
で
は
社
会

王
義
革
命

を
過
去
の
も
の
と
み
な
し
、
社
会

王
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
も
と
つ
い
て
新
し
く
作
ら
れ
た
言
説
、
諸
制
度
、
実
践
と
表
象
に
注
意
を
払

っ

て
こ
な
か

っ
た
。

本
書
は
、
革
命
に
よ
る
国
民
国
家

の
建
設
と
社
会
主
義
的
国
民
文
化
の
生
成
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
る
。
本
書

の
基
本
的
ス
タ
ン
ス

は
人
類
学
、
民
俗
学
、
歴
史
学
、
文
学
な
ど
の
学
際
的
研
究

に
よ

っ
て
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
国
家
言
説

・
政
策
と
民
衆

の
実
践
と

い
う

複

眼
的
視
点
か
ら
、
近
代
革
命

の
中
で
、
社
会
主
義
理
念
が

い
か
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
化
さ
れ
、
制
度
化
さ
れ
、
表
象

さ
れ
、
個
人
、
家

族

、
集
団
が
い
か
に
そ
れ
ら
を
内
在
化
し
、
急
激
な
政
治

・
社
会
変
化
に
適
応
し
な
が
ら
、
戦
略
的
に
親
族
組
織
、
冠
婚
葬
祭
、
民
間

芸
能
、
民
間
信
仰
お
よ
び
地
域
社
会
を
再
編
成
し
て
き
た
の
か
を
取
り
上
げ
る
。

社
会
主
義
革
命

の
実
践
と
表
象
を
人
類
学
の
研
究
対
象
に
す
る
本
研
究
は
、
中
国
に
関
す
る
人
類
学
的
研
究
に
お

い
て
新
し
い
研
究

分

野
領
域
を
切
り
開
く
と
同
時
に
新
し
い
研
究
視
点
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

二

中
国
の
革
命
の
意
味

現
在
の
中
国
に
お
い
て

「革
命
」
と
い
う
言
葉
は
、
中
国
古
来
の
言
葉
と
し
て
の
革
命
と
、
英
語
の
鴇
く。
一鼠

自

の
訳
語
と
し
て
の

革
命

の
二
通
り
の
使
い
方
が
あ
る
。
古
来
の
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
る
場
合
、
「革
」
は
動
詞
と
し
て
使
わ
れ
、
「命
」
は
天
命
を
意
味
す

る

の
で
、
革
命
は
天
命
を
改
め
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
中
国
で
は
王
朝
が
替
わ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
王
朝
が
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替
わ

る
と
天
子
は
天
の
命
を
受
け
て
位
に
つ
く
と

い
う
考
え
が
あ
り
、
天
子
が
替
わ
る
の
は
天
の
命
が
改
ま
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
た
。
こ
こ
で
注
意
を
喚
起
し
て
お
き
た
い
の
は
、
中
国
古
来
の
革
命
の
主
体
は
、
人
間
の
天
子
で
も
民
衆
で
も
な
く
、
万
物
を
支
配

す

る
抽
象
的
な
存
在
で
あ
る

「天
」
で
あ
る
と

い
う
点
で
あ
る
。
革
命
に
よ
る
王
朝
交
替
は
本
書
の
議
論
の
対
象
で
は
な
い
が
、
王
朝

交
代

の
度
に
諸
制
度
の
持
続
と
断
絶
が
伴
う
こ
と
か
ら
、
中
国
社
会
の
本
質
と
し
て
、
近
代
中
国
の
革
命
を
考
え
る
上

で
重
要
で
あ
る
。

一
方
、
中
国
古
来
の
革
命
に
対
し
て
、
近
代
的
意
味
で
の
革
命

器
ぎ
冨
口
8

は
、
ラ
テ
ン
語
の
器
ざ
ピ
α
。
(回
転
、
変
動
)
に
由
来
す
る
。

ま

た
近
代
的
意
味
の
革
命
は
狭
義
と
広
義
の
二
つ
が
あ
る
。
狭
義
の
革
命
は
、
被
支
配
階
級
が
支
配
階
級
か
ら
政
治
権
力
を
奪

っ
て
政

治
組
織

・
社
会
組
織
を
変
え
る
、

い
わ
ゆ
る
政
治
革
命
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
や
中
国
近
代
の
辛
亥
革
命
、
社
会

王
義

革
命

は
こ
れ
に
あ
た
る
。
広
義
に
は
、
物
事
の
あ
る
状
態
か
ら
他
の
状
態

へ
の
急
激
な
変
化

一
般
を
意
味
し
、
経
済

、
法
制
度
、
文
化
、

宗
教

、
学
問
、
芸
術
、
言
語
、
風
俗
、
慣
習
な
ど
あ
ら
ゆ
る
社
会
領
域
で
の
大
変
動
を
意
味
す
る
。
産
業
革
命
、
情
報
革
命
、
文
化
大

革
命

は
こ
れ
に
あ
た
る
。
本
書
で
は
、
近
代
的
意
味
の
革
命
に
お
け
る
広
義
と
狭
義
の
両
方
を
射
程
に
入
れ
て
い
る
。

ま
た
、
中
国
革
命
は
通
常
二
〇
世
紀

の
中
国
が
中
華
人
民
共
和
国
の
社
会
主
義
政
権
樹
立
に
よ
っ
て
達
成
し
た
政
治
、
社
会
変
化

の

こ
と
を
指
す
が
、
中
国
革
命
は
長
期
に
わ
た

っ
て
進
行
し
た
過
程
で
あ
る
た
め
、

一
九

一
一
年
に
王
朝
体
制
を
倒
し
た
辛
亥
革
命
も
、

中
国
革
命
あ
る
い
は
中
国
の
近
代
性
を
考
え
る
と
き
に
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
書
は
社
会
主
義
理
念

に
の
っ
と

っ
た
社

会
改
革
を
扱
う
が
、
そ
れ
に
限
定
せ
ず
、
辛
亥
革
命
を
含
む
百
年
の
近
代
中
国
の
急
激
な
社
会
変
化

一
般
を
研
究

の
射
程
に
入
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
革
命
を
近
代
国
民
国
家
形
成
の
過
程
、
近
代
化
の
過
程
の
中
で
取
り
上
げ
る
視
点
で
あ
る
。
革
命
は
も
う

一
つ
の
近
代

化

で
あ
り
、
中
国
の
近
代
史
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
の
中
国
社
会
の
行
方
を
考
え

る
上
で
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ

る
。

数
億
人
が
動
員
さ
れ
た
中
国
の
革
命
を
人
類
学
的
に
研
究
す
る
場
合
、
実
践
と
表
象
は
有
効
な

コ
ン
セ
プ
ト
で
あ

ろ
う
と
考
え
て
い

る
。
こ
こ
で
の
表
象
と
は
、象
徴
、あ
る
い
は
物
事
を
象
徴
的
に
表
わ
し
た
り
代
弁
し
た
り
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
社
会
学
者
の
デ
ュ

ル
ケ
ム

(国
3
出O
U
目
匡
目息
B
)
は
、
社
会
生
活
は
そ
の
す
べ
て
が
表
象

(起
毯
。暴
帥8
)
か
ら
成
り
立

っ
て
い
る
と
指
摘

し
て
い
る
。
デ
ュ
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ル
ケ
ム
は
表
象
を
個
人
的
表
象
と
集
合
的
表
象
に
分
け
て
、
集
合
的
表
象
は
あ
る
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
に
と

っ
て
共
通
の
知
的
感
情

的
な
意
味
を
も

つ
シ
ン
ボ
ル
を
意
味
し
、
旗
の
よ
う
な
物
質
の
形
に
表
れ
る
シ
ン
ボ
ル
だ
け
で
は
な
く
、
人
が
世
界
を
見
た
り
、
世
界

に
関
連
づ
け
た
り
す
る
方
法
を
規
制
す
る
基
本
的
概
念
も
含
む
と
す
る
。
他
方
、
個
人
的
表
象
は
集
合
的
表
象
と
は
違

っ
て
、
個
々
の

経
験
を
意
味
す
る

[デ
ュ
ル
ケ
ム

一
九
七
五
]。
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
も
、
個
人
に
お
い
て
も
表
象
と
い
う
も
の
は
、
す
で
に
形
成
さ
れ

て
い
る
実
在
を
、
言
語
、
旗
や
服
装
や
髪
型
の
よ
う
な
も
の
の
シ
ン
ボ
ル
を
通
じ
て
意
味
を
生
成
す
る
行
為
で
あ
り
、
そ
の
行
為
は
個

人

や
グ
ル
ー
プ
の
主
張
や
利
益
な
ど
に
関
わ
る
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
が
あ
る
。
本
書
で
取
り
上
げ
る
転
生
、
霊
魂
救
済

(謝
論
文
)、
軍
服
と

軍
便
服

(江
論
文
)、
英
雄
像

(武
田
論
文
)、
女
性
像
の
成
り
立
ち
と
そ
の
変
化

(牧
論
文
)、
毛
沢
東
の
象
徴
性

(韓
論
文
)、
映
画
の
中
の

文
化
大
革
命

(西
澤
論
文
)、
革
命
遺
産
を
対
象
と
す
る
観
光

(東
論
文
)
な
ど
は
い
ず
れ
も
個
人
的
表
象
と
集
合
的
表
象
に
関
わ
る
問
題

で
あ
る
。

本
書

の
も
う

一
つ
の
キ
ー

コ
ン
セ
プ
ト
は
実
践
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
実
践
は
広
義
と
狭
義
の
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
広
義
の
場
合
、

理
念

の
反
対
語
と
し
て
の
行
為
を
意
味
す
る
実
践
で
あ
る
。
狭
義
の
実
践
は
人
間
が
社
会
と
社
会
関
係
に
対
す
る
働
き
か
け
を
表
し
、

倫

理
的
、政
治
的
活
動
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
人
間
の
社
会
関
係
に
対
す
る
認
識
と
働
き
か
け
で
あ
る
。
本
書
の
執
筆
者
は
複
数
の
パ
ー

ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ

[毛

一
九
六
八
、
ブ
ル
デ
ュ

ニ
O
O
一
、
田
辺

一九
八
九
、
田
辺
・松
田

二
〇
〇
二
]
か
ら
葬
儀
改
革

(何
論
文
、
田
村
論
文
)、

親
族
制
度
の
変
化

(秦
論
文
)、
風
俗
改
革

(塚
田
論
文
)、
イ
ス
ラ
ム
指
導
階
層
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー

(王
論
文
)、
民
間
文
化

へ
の
国

家
参
入
と
民
間
文
化
の
再
構
築

(井
口
論
文
、
徐
論
文
)、
風
水
師
の
風
水
判
断

(渡
邊
論
文
)
を
取
り
上
げ
、
社
会
実

践
の
諸
相
と
過
程

を
検
討
し
た
。

本
書
を
貫
通
す
る
も
う

一
つ
の
視
座
は
、
社
会
主
義
革
命
を
経
た
国
民
国
家
と
社
会
と

の
関
係
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
者

の

チ

ャ

ー

ル
ズ

・
テ

ィ
リ

ー

(9

巴
$
日
身

)
は

、

国

民

国

家

の
形

成

を

考

え

る
場

合

、

ネ

ー

シ

ョ
ン
形

成

(記
自
8
出
色
身

)
と

国

家

政

権

の
建
設

(ω§
?
ヨ
匿
昌αQ)
の
二
つ
の
過
程
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
形
成
は
国
民
国
家
に
対
す
る
国
民

の
ア
イ
デ
ン
テ
イ

5



テ
ィ
、
参
与
、
義
務
と
忠
誠
な
ど
の
よ
う
な
、
国
家
に
対
す
る
国
民
の
意
識
的
お
よ
び
心
理
的
な
帰
属
認
識
を
含
む
。
そ
れ
に
対
し
て
、

国
家
政
権
の
建
設
は
国
家
権
力

の
拡
大
、
政
権
の
官
僚
化
、
社
会

へ
の
政
権
の
浸
透
性
を
意
味
す
る
と
指
摘
し
た

冒
ξ

日ミ
呂
。
本
書

は
、
社
会
王
義
革
命
に
よ
る
ネ
ー
シ
ョ
ン
形
成
の
過
程
に
展
開
さ
れ
る
国
家
と
社
会
の
関
係
に
注
目
し
、
新
政
権
が
社
会
動
員
の
手
段

と
し
て
い
か
な
る
新
し

い
英
雄
像

(武
田
論
文
)、
女
性
像

(牧
論
文
)、
指
導
者
像

(韓
論
文
)
を
生
成
し
、

い
か
に
し
て
そ
れ
ら
を
社
会

へ
浸
透
さ
せ
て
い
っ
た
か
を
分
析
し
、
指
導
者
崇
拝
か
ら
生
ま
れ
た
文
化
大
革
命
時
期
の
国
民
服
11

「軍
便
服
」
の
流
行
の
メ
カ
ニ
ズ

ム

(
汪論
文
)
を
検
討
し
、社
会
主
義
革
命
に
よ
る
ネ
ー
シ
ョ
ン
形
成
の
過
程
と
い
う
課
題
へ
の
複
数
の
重
要
な
切
口
を
示
し
た
。
ま
た
、

一
九
三
〇
年
代
の
国
民
党
政
権
に
よ
る

「風
俗
改
革
」
と
五
〇
年
代
の
共
産
党
政
権
に
よ
る

「移
風
易
俗
」
(塚
田
論
文
)、
民
謡

「花
児
」

と
そ
の
祭
り
の

「蓮
花
山
花
児
会
」
に
お
け
る
政
府
参
与

(徐
論
文
)
は
、
国
家
政
権
の
建
設
の
過
程
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
国
家
権
力

の
拡
大
と
社
会

へ
の
政
権
の
浸
透
性
を
考
え
る
上
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

6

三

本
書
の
構
成

本
書
は
革
命

の
実
践
と
表
象
の
テ
ー
マ
を
め
ぐ

っ
て
、

一

服
飾

・
映
画

・
ア
ー
ト
に
み
る
革
命
の
表
象
、
二

社
会
制
度
と
文
化

儀
礼

の
再
構
築
、
三

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
お
け
る
革
命
の
記
憶
と
構
造
転
換
、
の
三
部
か
ら
検
討
し
て
い
る
。

第

一
部
で
は
語
り
、
服
飾
、
映
画
と
ア
ー
ト
の
側
面
か
ら
中
国
革
命
の
実
践
と
表
象
の
諸
相
を
取
り
上
げ
、
五
章

か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
。

井
ロ
論
文
は
民
族
音
楽
学

(臼
ぎ
。ヨ
琶
8
δ
鵯
)
の

「音
の
風
景
」
(・8
民
。・ε

。)
の
視
点
か
ら
陳
西
省
北
部
の
村
の
民
謡
と
河
北
の
楽

亭
大
鼓
と

い
う
地
方
の
語
り
に
焦
点
を
し
ぼ
り
、
声
と
音
に
よ
る

「革
命
」
の
表
象
、
技
の
伝
承
に
関
わ
る
徒
弟
制
度
、
高
榮
遠
の
よ

う
な
民
間
芸
能
者
に
よ
る
革
命
文
芸
の
創
作
実
践
、
政
府
の
文
芸
政
策
を
取
り
上
げ
て
、
革
命
が
芸
能
に
も
た
ら
し
た
も
の
に
つ
い
て
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検
討
し
た
。

牧
論
文
は
新
し
い
国
家
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
革
命
的
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
を
具
現
化
し
て
い
る
新
し
い
女
性
像
を
取
り
上
げ
、
文
化
大
革

命
時
期
か
ら
現
代
ま
で
の
ア
ー
ト
に
お
け
る
女
性

の
表
象

に
焦
点
を
当
て
て
、
「鉄
」
と

「花
」
で
象
徴
さ
れ
て
い
る
男
性
性
と
女
性

性

を
取
り
上
げ
、
「鉄
姑
娘
」
と
よ
ば
れ
る
画

一
化
し
た
革
命
の
女
性
像
は
過
度
に
男
性
を
規
範
に
す
る
社
会
主
義

リ
ア
リ
ズ

ム
に
よ

る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

注
論
文
は
、
辛
亥
革
命
後
の

「中
山
服
」
を
含
め
た
近
代
服
装
の
変
遷
の
脈
絡
か
ら
、
文
化
大
革
命
時
期
の

「
軍
服
」
と

「軍
便
服
」

の
形
成
過
程
を
分
析
し
、
北
京
、
瀋
陽
、
武
漢
の
三
ヶ
所
で
三
六
歳
か
ら
七
二
歳
ま
で
の
知
識
人
、
幹
部
、
労
働
者
、
二
五
〇
人

の
間

で
行
わ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
統
計
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
軍
服
の
普
及
度
と
軍
服
を
着
用
し
た
人
び
と
の
意
識
を
考
察
し
た
。
三
ヶ

所

に
み
ら
れ
る
軍
便
服
普
及
程
度
の
差
異
は
、
紅
衛
兵
勢
力
の
強
弱
、
諸
造
反
派
間
の
武
闘
の
程
度
に
関
連
す
る
と

の
指
摘
は
興
味
深

い
。
ま
た
、
近
代
中
国
の
服
装
は
、
為
政
者
側
に
と
っ
て
は
政
治
理
念
と
政
権
の
正
当
性
を
視
覚
的
に
表
象
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
統

治

さ
れ
る
側
に
と

っ
て
は
自
分
た
ち
の
意
思
を
戦
略
的
に
表
象
す
る
手
段
で
も
あ

っ
た
と
指
摘
し
た
。

西
澤
論
文
は
中
国
ニ
ュ
ー
シ
ネ

マ
の
担
い
手
で
あ
る
監
督
、
謝
晋
、
田
壮
壮
と
張
芸
謀
に
焦
点
を
当
て
て
、
文
革

が
中
心
的
な
テ
ー

マ
の

一
つ
で
あ

っ
た
彼
ら
の
作
品

『芙
蓉
鎮
』
、
『青
い
凧
』
と

『活
き
る
』
を
事
例
に
、
そ
こ
で
選
ば
れ
た
三
〇
項
の
文
革

ア
イ
テ
ム

(大

衆
集
会
、
革
命
歌
、
ラ
ジ
オ
放
送
、
大
字
報
、
紅
衛
兵
、
忠
字
舞
、
武
闘
シ
ー
ン
、
労
働
改
造
・上
山
下
郷
、
毛
バ
ッ
ジ
、
毛
沢
東
語
録
な
ど
)
を
取
り
上
げ
、

監
督
た
ち
が
何
を
選
び
、
ど
う
再
現
し
、
何
を
伝
え
た
か

っ
た
の
か
と
い
う
細
か
い
分
析
作
業
を
行
い
、
中
国

ニ
ュ
ー
シ
ネ

マ
に
お
け

る
革
命
そ
の
も
の
を
問

い
直
し
た
。

共
産
党
政
権
は
建
国
以
前
か
ら
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
英
雄
像
を
作
り
上
げ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
に
革
命
精
神
と
国

家
的
道
徳
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
た
数
々
の
英
雄

の
中
で
も

つ
と
も
名
前
が
知
ら
れ
、
も

つ
と
も
長
く
宣
伝
さ
れ
て
い
る
の
は
雷
鋒
で
あ

る
。
武
田
論
文
は
ア
ニ
メ
、
ポ
ス
タ
ー
、
子
供
向
き
の
絵
本
な
ど
の
図
像
を
通
し
て
、

一
九
六
〇
年
代
か
ら
現
在
ま

で
の
政
府
、
美
術

7



家

、絵
本
作
家
に
よ
る
雷
鋒
表
象

の
変
化
を
分
析
し
て
、中
国
文
化
論
の
視
点
か
ら
革
命
の
英
雄
美
談
と
古
典
神
話
系
譜
に
お
け
る

「愚

者

」
の
間
に
見
ら
れ
る
話
法
の
連
続
性
、
『世
説
新
語
』

の
中
の
奇
人

・怪
人
、
近
代
文
学
の
阿
Q
と
の
類
似
性
を
論

じ
た
。
ま
た
、
「雷

鋒

」
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
毛
沢
東
と
共
産
党

へ
の
絶
対
的
忠
誠
、
「
人
助
け
」
か
ら
現
在

の

「商
売
と
い
え
ど
も
公
益
を
優
先
す
べ
し
、

正
直
な
売
買
を
す
べ
し
」

へ
変
化
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

8

第
二
部
は
六
章
か
ら
構
成
さ
れ
、
社
会
制
度
と
文
化
儀
礼
の
再
構
築
に

つ
い
て
、
政
府
の
文
化
政
策
、
親
族
制
度

の
変
化
と
持
続
、

葬
儀
改
革
、
霊
魂
救
済

・
転
生

・
風
水
な
ど
の
宗
教
的
実
践
や
宗
教
的
専
門
職
者
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
通
し
て
、
革
命
前
後
の
諸

制
度
と
文
化
儀
礼
の
連
続
性
と
断
絶
性
を
検
討
す
る
。

塚
田
論
文
は
広
西
の
高
床
居
住
、不
落
夫
家
、
歌
垣
な
ど
の
風
俗
習
慣
を
事
例
と
し
、
一
九
三
〇
年
代
の
国
民
党
政
府
の

「改
良
民
俗
」

政
策
と
、
五
〇
年
代
の
共
産
党
政
権
の

「
移
風
易
俗
」
政
策
に
つ
い
て
、
書
物
、
新
聞
記
事
、
法
令
な
ど
の
文
献
に
よ

っ
て
検
討
し
、

国
民
国
家
の
近
代
化
や
風
俗
の
革
命
を
め
ぐ
る
二
つ
の
政
府

の
政
策
作
り
と
そ
の
実
施
状
況
の
異
同
点
を
比
較
し
、

二
〇
世
紀
中
国
の

革
命
期
に
お
け
る
文
化
政
策

の
連
続
性
と
断
絶
性
を
展
望
し
て
、
今
日
、
我
々
が
見
る
こ
と
の
で
き
る
壮

(チ
ワ
ン
)
族
な
ど
諸
民
族

の
風
俗
習
慣
は
、
こ
う
し
た
改
革
を
経
て
少
な
か
ら
ず
変
化
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

何
論
文
は

一
九
五
〇
年
代
に
北
京
に
現
れ
た
八
宝
山
革
命
公
墓
を
取
り
上
げ
た
。
八
宝
山
革
命
公
墓
は
、
革
命
功
労
者
や
、
生
前
高

位

の
ポ
ス
ト
に
つ
い
た
党
政
軍
幹
部
の
遺
体
を
お
さ
め
た
陵
園
で
あ
り
、
聖
な
る
場
と
さ
れ
て
い
る
。
葬
儀

・
葬
法

の
革
命
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
こ
の
公
墓
は
、
革
命

へ
の
貢
献
度
と
生
前
の
肩
書
き
に
も
と
つ
い
て
階
層
化
さ
れ
た
も
の
で
、
後
に
同
じ
よ
う
な
公
墓
が
各

地

で
模
倣
し
て
作
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
現
在
、
こ
の
革
命
公
墓
で
は
死
者
祭
祀
が
復
活
し
、
霊
的
信
仰
が
再
生
産
さ
れ
る
現
象

が
再
び
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
指
摘
し
た
。

田
村
論
文
は
陳
西
省
中
部
地
域

の
公
共
墓
地
の
利
用
と
管
理
を
事
例
に
、
死
に
対
す
る
革
命
と
そ
の
具
体
的
な
あ
り
様
を
考
察
し
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た
。
「上
に
政
策
あ
れ
ば
下
に
対
策
あ
り
」
と
い
っ
た
、国
家
政
策
と
強
固
あ
る
い
は
ソ
フ
ト
な
人
々
の
抵
抗
と
い
う
図
式
で
は
な
く
、

社
会
に
お
け
る
墓
地
制
度
の
展
開
の
視
点
か
ら

「死
」
の
革
命
と
近
代
化
を
検
討
し
、
推
進
者
や
代
理
者
が
複
数
介
在
す
る
点
に
注
目

し
、
公
墓
服
務
中
心
と
経
営
性
公
墓
事
務
所
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
国
家
政
策
と
し
て
の
葬
儀
改
革
が
間
接
化
さ
れ
る
な
か

で
人
々
の
行
為
の
産
出
を
促
す
現
象
を
提
示
し
た
。

謝
論
文
は
ダ
ン

・
ス
ペ
ル
ベ
ル
の
心
的
表
象

(日
。韓
龍
。℃§
。爵
ま
諺
)
と
公
共
的
表
象

(℃夢
ぽ
越
§
8
竃
8
ω)
の
議
論

[ス
ペ
ル
ベ
ル

ニ
○
〇
二

を
ベ
ー
ス
に
、
社
会
主
義
革
命
前
後

の
四
川
省
南
部
の
人
び
と
の
冥
界
観
念
に
影
響
を
与
え
て
き
た
と
思
わ
れ
る
四
川
地

域

の
寺
院

・
道
観
、
城
陛
廟
、
都
都
寺
廟
建
築
群
な
ど
の
宗
教
的
施
設
に
お
け
る
冥
界
観
念
の
公
共
的
表
象
、
霊
魂
救
済
の
儀
礼
的
実

践
、
と
く
に
儀
礼
の
担
い
手
で
あ
る
宗
教
的
職
能
集
団

「壇
」
の
存
在
と
そ
の
役
割
に
つ
い
て
分
析
を
行

っ
た
。
ま

た
、
死
者
儀
礼
の

依
頼
人
側

の
個
々
人
の
心
的
表
象
に
も
触
れ
て
、
公
共
的
表
象
と
心
的
表
象
と
の
連
鎖
や
中
華
民
族
の
美
徳
と
し
て
の

「孝
」
の
再
評

価
を
検
討
し
た
。

ウ

シ
ン
ビ

ン

王
論
文
は
、
新
彊
ト
ル
フ
ァ
ン
市
の
ヤ
ル
バ
シ
村
、
甘
粛
蘭
州
市
の
五
星
坪
の
霊
明
堂
本
堂
、
寧
夏
固
原

の
三
営
鎮
の
霊
明
堂
分
堂
、

え
ん

し

河
南
催
師
市
の
馬
屯
村
な
ど

の
四
つ
の
ム
ス
リ
ム
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
の
イ
ス
ラ
ム
宗
教
指
導
者

の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト

リ

ー
を
通
し
て
、
中
華
人
民
共
和
国
建
国
後

の
五
〇
数
年
間

の
社
会
変
動
と
彼
ら
の
社
会
的
地
位
及
び
役
割
に
つ
い
て
比
較
と
分
析
を

行

い
、
生
活
史
に
よ
る
二
〇
世
紀
中
国
革
命
に
関
す
る
研
究
方
法
の
有
効
性
を
提
示
し
た
。

秦
論
文
は
、
伝
統
的
な
家
族

・
親
族
制
度
と
儒
教
に
対
し
、
国
民
党
政
府
と
共
産
党
政
府
が
打
ち
出
し
た

一
連
の
革
命
政
策
を
ふ
ま

え
、
従
来
の
出
自
論
と
組
織
論
で
は
な
く
、
個
人
を
中
心
と
し
た
関
係
論
の
視
点
か
ら
湖
北
の
伝
統
的
な
家
族

・
親
族
関
係
及
び
解
放

後

に
起
き
た
変
化
と
連
続
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
親
族
理
念
と
い
う
持
続
性
の
強
い
社
会
文
化
的
資
源
を
活
用
し

つ
つ
中
国
近
代
の

政
治
経
済
的
な
激
変
の
中
を
生
き
抜

い
て
き
た
と
い
う
柔
軟
性
や
強
さ
が
、

一
般
民
衆
だ
け
で
は
な
く
、
共
産
党
政
府
の
間
に
も
共
通

に
見
ら
れ
る
と
い
う
指
摘
が
興
味
深
い
。

9
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第
三
部
は
六
章
か
ら
構
成
さ
れ
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
に
お
け
る
革
命
の
記
憶
と
構
造
転
換
に
つ
い
て
、
観
光
、
毛
沢
東
生
誕
祝
典
、

花
児
会
、
市
場
経
済
活
動
に
お
け
る
風
水
実
践
の
役
割
、
漢
服
と
漢
服
運
動
を
含
む
中
国
の

「
民
族
衣
装
」
に
関
す
る
新
し
い
動
き
、

革
命
根
拠
地
だ

っ
た
陳
北
地
域
の
革
命
の
語
り
か
ら
検
討
す
る
。

東
論
文
は
デ
ー
ヴ
ィ
ス

(聞
邑

U
慧
切)
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
の
論
考
を
下
敷
き
に
、
上
海
市
に
お
い
て
行

っ
た
観
光

に
対
す
る
意
識
お

よ
び
実
態
に
関
す
る
量
的
調
査
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
て
、
観
光
を
表
象
の
生
産
と
消
費
の
観
点
か
ら
捉
え
、
革
命
表
象
を
消
費
対
象

と
し
て
志
向
す
る
層
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
示
し
、
そ
の
志
向
が
何
に
よ

っ
て
動
機
づ
け
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
も
考
察
を
行

っ

た
。
革
命
聖
地
観
光
は
、
海
南
島
な
ど
の
海
辺
の
リ
ゾ
ー
ト
観
光
や
雲
南
の
少
数
民
族
観
光
等
と
比
較
す
る
と
、
全
体
に
興
味
を
持
つ

人
が
少
な

い
が
、
革
命
聖
地
観
光
に
興
味
を
持

つ
人
が
特
に
四
〇
代
に
集
中
し
て
い
た
と
い
う
特
色
が
見
い
だ
さ
れ
た
と
指
摘
し
た
。

韓
論
文
は
中
国
指
導
者
で
あ

っ
た
毛
沢
東
の
生
家
で
あ
る
韶
山

で
観
察
さ
れ
た
生
誕

=

○
周
年
の
記
念
行
事
に
焦
点
を
当
て
、
政

府
主
催
の
式
典
や
コ
メ
モ
レ
ー
シ
ョ
ン

(記
念
物
)、
民
間
の
集
団

・
個
々
人
に
よ
る
記
念
行
事
や
参
拝
行
為
を
広
義

の
儀
礼
と
し
て
捉

え
、
儀
礼
の
空
間
に
用
い
ら
れ
た
も
の
、
表
象
行
為
、
表
象
主
体

の
語
り
を
通
し
て
、
象
徴
と
象
徴
す
る
個
人
の
関
係
、
象
徴
の
出
現

と
社
会
変
化
と
の
関
係
性
に
注
目
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
に
お
け
る
毛
沢
東
の
象
徴
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
を
解
明
し
た
。

徐
論
文
は
甘
粛
省
蓮
花
山
地
域
に
伝
承
す
る
民
謡

「花
児
」
と
そ
の
祭
り
で
あ
る

「蓮
花
山
花
児
会
」
を
事
例
に
、
花
児
会
禁
止
の

文
化
大
革
命
時
期
か
ら
花
児
会
を

「
国
家
無
形
文
化
遺
産
代
表
作
」
候
補
に
す
る
現
在
ま
で
、
政
府
が
民
間
文
化
に
参
与
す
る
方
法
、

目
的
、
更
に
政
府
参
与
に
よ
る
民
間
文
化
の
変
容
を
考
察
し
た
。
そ
し
て
、
花
児
会
に
お
け
る
政
府

の
参
与
プ
ロ
セ

ス
は
花
児
会
と

い

う

民
間
文
化
に
ま
つ
わ
る
政
府
と
民
間
が
拮
抗
し
、
融
合
す
る
過
程
で
あ
る
と
結
論
し
た
。

周
論
文
は
実
証
的
な
観
察
に
も
と
つ
い
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
出
て
き
た
漢
族
の
民
族
衣
装
と
中
国
人
の
民
族
衣
装
の
問
題
に

つ
い
て
、「唐
装
」
「漢
服
」
に
焦
点
を
当
て
て
、「民
族
衣
装
」
が
繰
り
広
げ
て
い
る
多
種
多
様
な
社
会
と
文
化

の
実
践
や
革
命

の
表
象
だ

っ



た
中
山
服
の
今
日
の
意
味
を
考
察
し
、
服
装
と
中
国
人
の
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
関
係
、
中
国
国
内
に
お
け

る
少
数
民
族
の
服

装
文
化
の
隆
盛
と
国
際
的
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
流
れ
と
の
関
連
性
を
分
析
し
た
上
で
、
中
国
の

「国
民
文
化
」
の
建
設
が
い
ま
だ
に
完

成
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

深
尾
論
文
は
自
伝
的
ス
タ
イ
ル
で
、
日
本
に
お
け
る
文
革
の
影
響
、
高
度
経
済
成
長
下
に
大
都
市
の
近
郊
で
育

っ
た

一
人
の
日
本
人

学
者
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
中
国
の
革
命
根
拠
地
で
あ

っ
た
黄
土
高
原
に
た
ど
り
つ
い
た
の
か
、
と

い
っ
た

一
連
の
プ

ロ
セ
ス
、
大
阪

の
近
郊
と
黄
土
高
原
と
い
う
異
な
る
空
間
を
往
来
す
る
な
か
で
え
ら
れ
た
認
識
の
過
程
を
描
き
出
し
た
。
同
時
に
、
現
地
の
人
々
と
と

も

に
取
り
組
ん
で
い
る
「生
態
文
化
回
復
活
動
」、植
林

・緑
化
普
及
の
「黄
土
高
原
国
際
民
間
緑
色
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と

「緑
の
使
者
」
「緑

聖
」
と
呼
ば
れ
る
朱
序
弼
の
事
例
を
あ
げ
て
、
陳
北
革
命

の
根
拠
地
だ

っ
た

「革
命
言
説
」
か
ら
今
日
の

「緑
色
革
命
」
へ
の
語
り
方

の
変
化
を
指
摘
し
た
。

渡
邊
論
文
は
中
国
の
政
治
、
経
済
、
歴
史
と
文
化
に
み
ら
れ
る
表
裏
二
様
の
相
異
な
る
構
造
を
指
摘
し
た
上
で
、
「
風
水
」
と
い
う

切
り
口
か
ら
、
中
国
に
お
け
る
日
常
的
実
践
と
し
て
の
風
水
信
仰
、
風
水
師
の
風
水
判
断
を
取
り
上
げ
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
知
識
と

し

て
の
風
水
の
位
置
づ
け
、
今
日
の
中
国
の
市
場
経
済
活
動
に
お
け
る
風
水
実
践
の
果
た
す
役
割
を
論
じ
た
。
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結
び

欧
米
に
お
け
る
中
国
に
関
す
る
人
類
学
研
究
、
あ
る
い
は
日
本
に
お
け
る
他
の
地
域
に
関
す
る
人
類
学
研
究
と
比

べ
て
、
日
本
に
お

け
る
中
国
の
人
類
学
研
究
は
、
東
洋
史

の
学
術
伝
統
を
受
け
継

い
だ
シ
ノ
ロ
ジ
ー
の
特
徴
が
あ
る

[末
成

一
九
八
八

u
二
二
〇
]。
西
欧

人
よ
り
日
本
人
の
方
が
中
国
の
社
会
研
究
を
早
く
ス
タ
ー
ト
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
蓄
積
も
多
く
、
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
研
究
さ
れ
て

い
る

[斯
波

一
九
八
八

二
一二
〇
]。
こ
れ
ら
の
蓄
積
は
日
本
人
研
究
者
だ
け
が
享
受
す
る
遺
産
で
は
な
く
、
世
界
の
研
究
者

の
共
有
財

11



産

と
な
り

つ
つ
あ
る
し
、
ま
た
そ
う
な
る
べ
き
で
あ
る
。
黄
宗
智

の
華
北
農
村
の
社
会
経
済
史
的
な
研
究
は
そ
の
よ

い
例
で
あ
る

[西

澤

一
九
八
八
　
二
九
]。

日
本
の
中
国
人
類
学
研
究
の
歴
史
は
膨
大
な
知
的
財
産
を
作
り
上
げ
、
特
徴

の
あ
る
学
術
伝
統
を
作
り
上
げ
て
い
る
と
同
時
に
、
あ

る
種

の
慣
性
も
生
み
出
し
て
い
る
。
王
崧
興

は
二
〇
年
前

に
日
本
に
お
け
る
中
国
研
究
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
疑
問
を
投
じ
た
。
「日

本

の
人
類
学
は
、
や

っ
と
漢
族
、
中
国
研
究
に

一
歩
踏
み
出
た
と
こ
ろ
に
、
い
ち
ば
ん
危
険
性
の
な

い
テ
ー
マ
と
し

て
家
族
や
宗
族
、

村
落
を
お
さ
え

て
い
る
。
さ
ら
に

一
歩
進
ん
だ
ら
、
世
界
観
と
か
宇
宙
観
と
か
日
本
の
中
国
学
の
厚
さ
の
壁
に
ぶ
つ
か
る
勇
気
が
あ
る

か
ど
う
か
」
[王

一
九
八
八
H
二
二
八
]。

二
〇
年
後

の
現
在
、
日
本
の
人
類
学
研
究
の
課
題
と
方
法
論
に
対
す
る
王
の
疑
問
は
す
で
に
現
実
と
な

っ
て
表
れ

て
い
る
。
日
本
の

人
類
学
に
お
け
る
中
国
研
究
は
東
洋
史
の
学
術
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
村
落
や
親
族
の
研
究
を
続
け
な
が
ら
、
中
国
人

の
世
界
観
や
宇
宙

観

の
み
な
ら
ず
、
植
民
地
、
戦
争
、
芸
能
、
映
画
、
観
光
移
動
な
ど
の
テ
ー
マ
に
挑
戦
し
て
い
る
。
本
書
の
よ
う
な
、
近
代
中
国
の
歴

史
を
貫
通
し
て
い
る
主
要
な
概
念
で
あ
る

「革
命
」
を
研
究
テ
ー
マ
と
す
る
も
の
も
現
れ
て
い
る
。

本
書

の
新
し
い
試
み
と
し
て
は
次
の
二
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
、
研
究
課
題
と
対
象
の
変
化
で
あ
る
。
本
書

で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
英
雄
像
(武
田
)、女
性
像

(牧
)、革
命
遺
産

の
観
光

(東
)、革
命
指
導
者
の
象
徴
性
(韓
)、映
画

の
中
の
「革
命
」
(西

澤
)、
服
装
の
政
治
性
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

(江
、
周
)、
民
間
芸
能
に
お
け
る
政
府
の
介
入
と
革
命
の
表
象

(井
口
、
徐
)
な
ど
の
課
題
は
、

新
し

い
研
究
分
野
を
切
り
開
い
た
と
い
え
よ
う
。
二
点
目
は
研
究
の
方
法
論
と
視
座
の
変
化
で
あ
る
。
指
導
者
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー

に
よ
る
イ
ス
ラ
ム
信
仰
の
研
究

(王
)、
国
民
党
政
権
と
共
産
党
政
権
の
文
化
政
策
を
比
較
し
二
つ
の
政
権
の
近
代

性
の
本
質
と
民
族

文
化

の
連
続
性
を
掲
示
し
た
研
究

(塚
田
)、
個
人
を
中
心
と
し
た
関
係
論
の
視
点
か
ら
の
親
族
研
究

(秦
)、
革
命

理
念
に
基
づ
く
死

の
制
度
と
仕
組
み
の
展
開

(何
、
田
村
)
、
死
を
め
ぐ
る
冥
界
観
念

の
公
共
的
表
象
と
心
的
表
象
、
霊
魂
救
済
と
孝
と

の
関
連
性
に
対
す

る
考
察

(謝
)、
政
治
と
経
済
の
動
因
と
し
て
の
風
水
研
究

(渡
邊
)、
中
国
の
革
命
を
め
ぐ
る
日
本
人
調
査
者
と
中
国
人
の
被
調
査
者

12
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の
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
に
着
眼
し
た
研
究
方
法

(深
尾
)
は
、
従
来
の
中
国
研
究
に
新
た
な
視
座
を
提
示
し
た
。

歴
史
学
者

・
人
類
学
者

の
上
田
信
は
日
本
の
中
国
学
者
を
三
世
代
に
分
け
て
い
る
。
戦
前
に
中
国
の
現
地
体
験
が
あ

る
第

一
世
代
と
、

戦
後
中
国

へ
行
け
な
い
な
か
で
中
国
を
西
欧
型
の
近
代
化
と
異
な
る
も
う

一
つ
の
近
代
化
、
日
本
批
判
の
原
動
力
と
し
た
第
二
世
代
と
、

改

革
開
放
の
結
果
、
中
国
で
の
現
地
調
査
が
可
能
に
な

っ
た
第
三
世
代
で
あ
る

[上
田

一
九
八
八
二
一一
=
]。
中
国

の
門
戸
開
放
、
中

国
社
会
自
身
の
変
化
、
日
中
学
術
交
流
の
増
進
、
世
界
人
類
学
の
研
究
動
向
の
変
化
は
、
当
然
日
本
人
類
学
の
中
国
研
究
に
影
響
を
与

え

て
い
る
。

一
方
、
中
国
の
改
革
開
放
は
日
本
人
の
現
地
調
査
に
新
た
な
契
機
を
も
た
ら
し
た
と
同
時
に
、
日
本
の
学
術
の
雰
囲
気
も

中
国
か
ら
多
く
の
留
学
生
を
引
き

つ
け
て
い
る
。留
学
生
た
ち
は
日
本
で
人
類
学
の
訓
練
を
受
け
、
徐
々
に
日
本
の
学
術

コ
ミ
ュ
一一
テ
ィ

　ユ
　

の

一
部
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

一
九
八

一
年
に
創
設
さ
れ
た

「仙
人

の
会
」
は
そ
の
例
で
あ
る
。
仙
人
の
会
は
日
本

で
教
え
た
り
、
研

究
し
た
り
し
て
い
る
中
国

の
人
類
学
者
に
交
流
と
互
い
の
知
的
な
刺
激
の
場
を
与
え
る
の
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た

[。。
。σq署
餌
お
℃。。…

邑

。
日
本
人
学
者
と

「
日
本
留
学
組
」
中
国
人
学
者
の
関
係
は

「
研
究
仲
間
で
あ
る
と
同
時
に
、
良
き
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
切
磋
琢
磨

す

る

[西
澤

二
〇
〇
六

二

六
四
]
仲
間
で
も
あ
る
。
日
本
留
学
組
学
者
の
出
現
は
日
本
の
中
国
研
究
に
量
的
変
化
と

と
も
に
斬
新
な
問

題
意
識
と
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
を
も
提
供
し
て
い
る
。
本
書
の
基
盤
を
成
し
て
い
る
国
立
民
族
学
博
物
館

の
共
同
研
究
会

「中
国
の
社

会
変
化
と
再
構
築
l
I
革
命
の
実
践
と
表
象
を
中
心
に
」
(二
〇
〇
四
年

一
〇
月
～
二
〇
〇
六
年
三
月
)
は
そ
の
よ
い
例
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
本
書
は
日
本
で
活
躍
し
て
い
る
日
本
人
と
中
国
人
の
研
究
者
た
ち
の
共
同
作
業
に
よ
る
研
究
成
果
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

本
書
は
革
命

の
表
象
と
実
践
の
二
つ
の
枠
組
み
か
ら
近
代
百
年
の
中
国
革
命
の
連
続
性
と
断
絶
性
を
検
討
し
て
き
た
。
「革
命
と
い

う
も

の
は
本
来
、
連
続
を
否
定
し
て
非
連
続
な
世
界
を

つ
く
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
頁
塚

一
九
七
三

日九
六
]
。
し
か
し
、
「過
去

の
歴
史
と
似
た
条
件
の
下
で
、
似
た
よ
う
な
歴
史
過
程
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
[貝
塚

一
九
七
三
　
九
六
]。
歴
史

の
過
程
は
常

に
変
化
し
て
い
る
。
変
化
は
普
遍
的
で
あ
り
、
変
化
の
状
態
は
ゆ

っ
く
り
し
た
も
の
と
急
激
な
も
の
に
分
け
ら
れ
て

い
る
。
革
命
は
そ

の
急
激
な
状
態
の
変
化
を
意
味
し
、
従
来
の
構
造
を
打
ち
壊
す
脱
構
築
の
性
質
を
も

つ
。
そ
の
意
味
で
二
〇
世
紀
に
始
ま

っ
た
中
国
の

13



革

命

は

け

っ
し

て
特

殊

な

社

会

現
象

で

は

な

い
。

今

後

、

中

国

の
革

命

に

関

す

る

通

時

的

ア
プ

ロ
ー

チ
が

必

要

と

な

る

と

同

時

に
、

他

の
地

域

や

社

会

と

の
比

較

研

究

も

要

請

さ

れ

よ
う

。

注
(1
)

仙
人

の
会
は
、

一
九

八
〇
年
度

日
本
民
族
学
会
関
東
地
区
懇
談
会

の
修
士
論
文
発
表
者
を
核
心
と
し
て
、
中
国
に
関
心
を
持

つ
研
究
者

の
学
際
的

(専
門
分
野
、
所
属
機
関
を
含
め
出
入
り
自
由
)
交
流

の
場
と
し
て

一
九
八

一
年
五
月
第

一
回
の
研
究
会
が
開
か
れ
て
以
来
現
在
ま
で
続

い
て
い
る

[末

成

一
九

八
八

H
九
]
。
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